
1 はい いいえ

2 はい いいえ

3 はい いいえ

4 はい いいえ

5 はい いいえ

6 はい いいえ

7 はい いいえ

8 はい いいえ

9 はい いいえ

10 はい いいえ

11 はい いいえ

12 はい いいえ

13 はい いいえ

14 はい いいえ

15 はい いいえ

身体拘束は三要件（一時性、切迫性、非代替性）があれば行う事ができる

性的な冗談や身体について話題にする事がある

他者に見える状態で排泄や入浴介助をする事がある

トイレで対応ができる利用者におむつ対応をする事がある

身体拘束を行う事で起こる身体的弊害がある事を知っている

身体拘束を行う事で起こる精神的弊害がある事を知っている

チェックリスト（自己点検シート）

ケアパワーラボ作成

身体拘束は虐待行為になる事を知っている

自分や他職員の利用者への接し方に疑問を感じる時がある

虐待まではいかないが、不適切なケアがあると思う

虐待の連絡先を知っている

虐待を発見した場合は通報義務がある

5つの虐待の行為がわかる

養護者等が障害者を長時間放置する等養護を著しく怠ることは

ネグレクトである

言葉の暴力は心理的虐待である

子供に対してするような対応や言葉かけをする事がある


